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特別講演要旨
『脳と知覚学習一環境心理学の再出発』(1)
三 谷 憲 一
岡山大学名誉教授
岡山大学オープンラボラトリーAl｢神経一筋ネットワークの健康科学｣研究員
人間の生物学的 ･行動学的 ･心理学的疾病に対
処するには三つの道がある｡
第一は､治療の道である｡
第二は､予防の道である｡
第 三 は ､よ り良 い行 動 発 達 (behaviolJral
development)を促進していく道である｡
第三の道
1促進医学 ･促進心理学 ･促進健康学
従来の医学や臨床心理学は､これまで第-の道
を歩んできた｡更に､第二の道をも啓蒙してきた｡
平成 14年 12月に開催された第44回岡山｣実験動物
研究会における著者の特別講演に基づく三谷
(2003)の最新の著作 『脳と知覚学習一環境心理学
の再出発』は､第三の道であるより良い行動発達
の促進を目指す促進医学 ･促進心理学 ･促進健康
学を提唱するものである｡三谷(2002)の 『子供の
心理学』は､その要約 ･実践版である｡マクロな
行動科学は､ミクロな世界を追求する生理学にま
で視野を広げることにより､動物を用いて行動発
達の ｢原因｣と ｢結果｣の間の日黒関係(causal
relationship)を追求し､第三の道を人類に指し示
すことができる｡世界の動物心理学者たちの日夜
心血を注いだ基礎研究の成果として､行動発達の
原因は､単なる環境 ･学習 ･経験や単なる遺伝
(heredity)では済まされないことが次第に明らか
にされてきた｡期待される生命現象と精神的能力
の発達のメカニズムは､極めて複雑であり､神秘
のヴェールに包まれてきた｡
生活体にとって経験は重要ではあるのであるが､
イギリス経験論者 :LOCKE(1689)の 『人間知性論』
の中で主張された
'心は､何も書かれていない板(tabularasa)
である"
を盲目的に信じている人々が科学者にも大勢いる｡
環 境 変 数 を統 制 した 動 物 心 理 学 の 実 験
(experiment)により､LOCXEの主張は行動科学的
に完全な誤りであることが示唆される｡すでにフ
ランスの LEIBNITZは､『人間知性新論』(1703,
1765)において､LOCKEの tabularasaに強く反対
している｡即ち､生活体の内には､経験や教育に
先だって決まった方向性を秘めた生得性があるの
である｡身体的発達にDNAなどの生得的情報が重
要な役割を果たしていることを否定するひとはい
ない｡ところが､精神的能力や行動の問題になる
と､妥当な実験を行いにくいために議論が分かれ
てきている｡言語習得においても.ユダヤ人の
Chomsky(2000)は､ヒトは肯定か否定かを文頭に出
す英語などのヨーロッパの諸言語や中国語など
の"headfirstの言 語 習 得 装 置 (language
acquisitiondevice:LAD)"と､肯定か否定かを
文末に出すアジアの日本語･朝鮮語･モンゴル語 ･
トルコ語などの"headlastのLAD"の2系統の潜
在的可能性を生得的に秘めてこの世に生まれてく
ると仮定している｡そのヒトがアメリカに生まれ
その環境で育つと､headfirstの文法体系が生成
されて英語を話す人となり､日本で育つと head
lastの文法体系が生成されて日本語を話す人と
なると考察している｡つまり､アメリカという国
は､生得的で潜在的(latent)である一方の head
firstのLADを刺激して英語という一言語に顕在
化するに相応しい後天的環境を備えた国土であり
日本という国は､同様に生得的であり潜在的であ
る他方のbeadlastのLADを刺激してヤマトコト
バという一言語に顕在化するに相応しい後天的環
境を備えた国土である｡
2 1脳と知覚学習』
このように､行動の発達においても､遺伝子の
ような ｢何らかの生得性が､その生得性に相応し
いある決まった経験の形と時間的長さとタイミン
グなどの質を要求している｣のであるOその道を
行く者は､単なる身体的成長(growth)を､心身に
関する生得的可能性を最大限にまで開発し,より
良 いよ り高 い発達 (development)である完態
(completesatate)にまで到達することが出来る｡
その道を慕い求める者は､生涯にわたり心身のそ
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の高い､そのより良いレベルを維持し保持し､幸
福を掴むことができる｡ それが､三谷(2003)の著
作 『脳と知覚学習』が示唆している第三の道であ
る｡科学者は､その研究が如何に煩攻であっても､
21世紀に向かう全ての人々のために､この第三の
道を明らかにしていかなければならない｡
3 行動に関する動物実験
即ち､心は白紙ではない｡心は憧れを持ってこ
の世に生まれてくる｡例えば､水平線分は ｢左か
ら右へ走査され｣(三谷 ･隈元,2002a,b,C)､｢パ
ターンは右視野で走査される｣(三谷,200la,b)｡
その伸びようとする生得的可能性を満たすところ
の､しかも科学的証拠に支えられた質を備えた環
境 ･経験 ･規則を待ち望んでいる｡それが望まれ
る教育であり､政治であり､第三の道である｡と
りわけ父親と母親 ･教師 ･保育所関係者 ･学校関
係者･大学関係者 ･病院関係者･各種施設関係者 ･
芸術ギャラリー営業者･建築家･都市再生担当者 ･
土木事業担当者 ･デザイナー ･商店主などは､一
刻も早く第三の道が開かれていることを自覚しな
ければならない｡
遺伝子のような ｢何らかの生得性｣が､その生
得性に相応しいある決まった経験の形と時間的長
さとタイミングなどの葺を ｢後天的環境｣に要求
しているのであければ､ある生活体は環境 Aで生
育させ､遺伝的には等質な別の生活体は環境
NOTIAで生育させてみたうえで､心理学的検査と
身体的生理学的検査を実施しなければならない｡
即ち､メソドロジーとしては､単なる観察に終わ
ることな く､行動 に関する動物実境 (animal
experiment)をも行う必要がある｡さもなければ､
生命科学における環境と心身の完態との因果関係
(causalrelationship)の真実の姿に到達するこ
とは永遠に不可能である 三谷(1996)0
4 心は形を求め､形は心を進める
従来の環境心理学(environmentalpsychology)
は､主にヒトの行動観察と実験にとどまってきた
ために､未だに第三の道を人類に提示することが
出来ない現状にある｡例えば､平成 14(2002)年に
U.S.A.で出版されたアメリカのR.B.Bechtelとイ
スラエルのA,Churcbman編集の722頁のHandbook
ofEnvironmentalPsychologyの中には,本書が
最も重視している環境エンリチント･知覚学習
(PL:perceptuallearning)･潜在学習(LL:latent
learning)･デザインの基礎としての三角形･パタ
ーン･幾何学･潜在制止(LI:latentinhibition)･
初期経験(EE:earlyexperience)･後期経験(LE:
laterexperience)･知覚(perception)･脳と筋肉
のネットワーク ･生得性 ･遺伝と環境 ･秩序など
の基礎心理学の重要なテーマは全く登場してこな
い｡一方では､地球温暖化 ･環境汚染 ･廃棄物 ･
土壌 ･環境評価 ･人口問題などをクローズアップ
した環境学(enviromentology)が盛んになったが､
環境心理学が取り上げた刊行物はまず見あたらな
い現状である｡一方､およそ 15年前に日本の高僧
は､テレビで=心は形(pattern)を求め､形は心
(psyche)を進める'と説いた｡
独 立 変 数
"期待される
･パターン
･建築デザインなど
目･耳･肌･鼻･事
･社会的関係を通して
経致される刺激作用
(stiplulation)の
ハー ドとしての巽と
ソフトとしての突
媒 介 変 数
生物の
内的な生得的 ■ 一
メカニズム
× 一
知覚学習 ■ l■
従 属 変 故
･身体約枚能
･知的械能
･社会的横能
など捨合的
行動発達
(deyeloptnent)
の正常な促進
5 キンギョによる主観的輪郭三角形の認知
ゲシュタルトLl理学者は ｢全体は､部分の総和
とは異なる｣ことを指摘し､要素主義や機械観に
反対して､総体の場(field)における力学的体制と
してのゲシタル ト (Gestalt:形態 ･完形)の重要
性を主張した｡また､Wertheimer(1923)以来ゲシ
タルト心理学は､形態の体制化に関して最小エネ
ルギーによる簡潔なプレグナンツの法則(Gesetz
derPragnamz)に従って､三角形よりも円を"よい
(good)"形としてきた(KoHka,1935.p.151)｡本
書は､長く信じられてきたこの後半の主張が誤り
であることを示している｡
ゲシタル ト心理学を改革 した Kaniza(1976,
1979)は,主観的輪郭(subjectivecounters)､非
感性的完結化 (amodalcompletion)､透 明視
(transparency)など物理的布置に存在しない知覚
現象を明らかにした｡図 1上段左図は､Kaniza
(1976,1979)を改変した主観的輪郭三角形である
図 1 キンギョの主観的輪郭線弁別ディスクリミナ
ンダ(上)と非主観的輪郭ディスクリミナンダ
(下 ;岡崎 ･三谷 ;2001)｡
14 等面積 等外周 等外周/面積
が､その認知がヒヨコ､フクロウ､マウス､ネコ､
リスザル､ニホンザル､アカゲザル､チンパンジ
イーで確認されているが､魚類では未確認である
(長坂 ･長田､2000)｡岡崎と三谷(2001)の実験で
は､体長 8cmの朱分金が主観的輪郭<三角形>を
含んだ図 laのディスクリミナンダを弁別し､同じ
要素群(elements)を含んではいるが､図形全体と
しては主観的輪郭三角形を欠いた図 lbのディス
クリミナンダは弁別できないことを示した｡美を
脳か ら考える動きがある(Rentschler,eta1.,
1988)｡
6 先攻的メカニズム
Kaniza(1976)は､ゆるや かな曲線 図形や点
(dots)によっても主観的輪郭が見 られることから､
幾何学的図形である必要はなく､規則的かつ対称
的であることが図形の完成に必要であるとする視
覚系による完成仮説(completionhypotheisis)を
採っている｡この現象は､過去経験､知識､主観
的構えによるものではなく､図形が未完成なため
に必要な輪郭が視覚系から供給されるとする｡過
去経験の要員は､図形をより理屈にあうものにす
るために十分な影響をもちえないとし,閉合 ･対
称 ･線分の社会的同調 ･構造的図形的条件 ･よい
形 ･全体の性質 ･全体の意味 ･関係枠などの 《非
経験的要因》を強調する｡
7 田舟な主観的輪郭円
一方で､主観的輪郭<円>の認知はほとんど存
在 しないに等しい｡Kanitza(1976)は,十字形の中
央部を欠落させるとそこに円形が知覚される例を
示しているが､その主観的円を凝視するとバーチ
ャルな円は消失する｡知覚学習以前に､幾何学的
2Dパターンの極限の対比要素としての三角形と
円との間で､先攻的(apriori)な 精神生理学上の
相違が歴然と実在する｡3個の点のみによっても
三角形は認知されるが､円の場合は不可能である
(Kanitza. 1976)｡
8 三角形の視覚誘発電位は強い
脳波測定 に基 づ く円の視覚誘発電位 (VEP:
vjsuaJevokedpotential)は弱く､三角形の VEP
は強く､正方形のVPEは円と同じ位に弱い (図2;
伊藤 1990､1999:Itoetal.1995)｡
9 三角形視覚走査のメカニズム :パターンによ
る視覚走査の生得的差異
そこで浮かび上がって来る仮説は､"三角形を知
覚学習している時の視覚的行動'ど'円を知覚学
習している時の視覚的行動"とで､そのメカニズ
ムが生得的に異なっている可能性である｡
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図2 各脳波電極位置より導出された幾何学的パタ
ーンに対応 した視覚誘発電位 (VEP)｡三角形が
最も強い反応を出している｡それに対 して,正
方形と円のポテンシャルは弱い(伊藤 ;1999)｡
10 幼少ラットの視覚走査
知 覚 学 習 を統 制 した 生 後 23 日 の 幼 少
F344/DuCrjラッ 雄を､｢三角形提示群｣と ｢円
提示群｣に分けた｡動物用アイマークリコーダ等
は未開発達であるため､外径 70×40×40cmの視覚
走査検査箱(visua卜scanningtestingbox)の左
部屋の40×40m奥壁面の中央に図3(中)の"黒い
小三角形"またはそれど'外周が等しい黒い円"
を10分間提示する.隣室よりコンジットパイプを
通してズームアップ ･モニタし,動物の行動をオ
ンラインに音声解説しながらビデオ記録する｡そ
の際､記録時間を朋栄ビデオタイマーVTG-33によ
り10ミリ秒 (10msec)ごとにテープに書き込んだ｡
行動解析
▲
?
?
??
図3 "知覚学習用飼育箱"の一大壁面に呈示され
るパターンとしての黒い ｢円｣(下)と等面積
の黒い ｢三角形｣(上)と等外周の黒い ｢小三
角形｣(中)｡
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は､30-30-40msec単位で 1秒間に30枚ずつ FRAME
または60枚ずつ1/2FIELD4分割カラー出力した上
で､2人の研究者で協議して視覚走査の実体を判
定した (以下" 30msec分析"と略す)0
三角形の誘目性は円よりも
生得的に高い
11 三角形の誘目性は高い
10分間の検査で､図4のように,黒い三角形の
平均走査時間は 49.18秒､円の平均走査時間は
23.82秒である｡各個体のパターン注視時間を対
数変換 〔log(Ⅹ+1)〕して検定すると､知覚学習す
る 前 か ら 生 得 的 に ､ 三 角 形 の 誘 目 性
(eye-attractiveness)は円の誘目性よりも有意に
高い(t-3.861.df-20. pく.001)｡この事実は､今
日まで国際にも研究されてこなかった｡
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図4 ｢三角形｣の誘目性は,生得的に ｢円｣の誘目
性よりも有意に高い(生後24日のF344/DuCrj
ラットの視覚走査検査箱における10分間の視
覚行動)｡
三角形知覚学習の効果
以上から､三角形の誘目性は経験に先立って高
い｡逆に､円の誘目性は経験に先立ってそもそも
低いことがクローズアップされてきた｡
12 老年ラットの場合
次に､生後 220日の 344/DuCrjラットを ｢三角
形知覚学習群｣､｢円知覚学習群｣､｢ブランク (壁
白)群｣に分け､685日まで 《465日間後期分化的
知覚学習》させた｡これらのパターンの異なる環
境への知覚学習の後に､視覚走査検査箱に知覚学
習で使用 した円または小三角形を左または右部屋
の奥壁面中央に 10分間提示した場合の平均走査
時間を図 5に示す｡なお､向い側の部屋には､パ
ターンは提示されない｡
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円を提示 三角形を提示
図 5 内側が白い｢視覚パターン走査検査箱｣の-壁
面に､円または三角形を10分間提示した場合
の平均視覚走査時間の知覚学習した図形によ
る分化｡例えば､円を465日間呈示された ｢円
知覚学習群｣は､10分間再呈示された円を僅
かに 3.5秒しか走査しない｡逆に､三角形を
465日間呈示された ｢三角形知覚学習群｣は､
再呈示された三角形を12.5秒も走査する｡
????
?????
13 三角形凝視力が知覚学習によI)生得 レベル
より更に高められる
図5から､験査図形として三角形を提示した場
合､｢三角形知覚学習群(N=8)｣は､三角形を平均
12.38秒間注視 ･走査 ･凝視(fixation)し3群で
最長となる｡図 6のように三角形を 18秒間凝視し
たり､37秒間走査した り凝視したりする行動がし
ばしば観察された｡そこには､三角形に対する潜
在制止(LI:latentinhibition)は観察されない｡
｢円知覚学習群(N-7)｣は､三角パタンを注視した
り凝視したりする能力が阻害されて 7.38秒と最
短となる｡生き残った ｢ブランク群(N=3)｣でも平
均 10.2秒走査する｡
注視時間を対数変換にANOVAすると､老年期と
いえども三角形知覚学習の促進効果は有意である
(pく.05)｡すなわち､三角形知覚学習の結果､検査
で提示されるパターンが同じ三角形であっても新
奇な円であっても､視覚的走査力は有意に向上し
た｡更に詳細には
① ｢三角形知覚学習群｣が知覚学習した三角形を
注視する時間は､｢円知覚学習群｣が知覚学習した
円を注視する時間よりも長くなる(I-3.60,df=14,
pく.01) ｡ 従って､幾何学的属性によって知覚学習
の効果は異なる｡
16
円知覚学 円PL群含 1 円PL群♀2 円PL群♀3 円PL群♀4
50i80msec ①.a,h@ @.. ③ ④③② ①
5,47′,010msec ~ー①4,10-000msよ⊥ヱ讐 msec 9′6′990m,ec18"960msec40"980msegf1.〝0.0m,ec
習群( 右底辺角より中央 左底角より左辺を 左底角から底辺中 視線は底辺中央那を見､左辺中央部 走査して頂点まで 央を見､左辺中央 より頂点に向かい､
Nl7 を走査して､左辺 昇り､更に右辺の 部を上に走査して 左辺を下り､左追上部-視線を外す. 中点まで下り､三 右辺に渡り､更に を上り､再び 辺
) その間4秒○ 角形の中央部を見 右辺を下1.視線を を下り､底辺左頂
て視線を外す○そ 外す.その間12秒. 点から視線を外す.
の間7秒500ミリ その間10秒○
秒○
5秒間以上にわたり三角形を正視または凝視 したラットはない○
プ 空自群含1 空白群♀2 空白群♀3 空白群♀1
ランク群( 34.′ZOmsec 7′44〝530msec 2′47′一930msec8′32〝490msec8′25〝480mSeC
Nlt 33.′130msec l ーヽ して 芯 ,omsec L 2,52-300msec
4ヽー 右辺を下から.上へ 三角形の正面を7 右視野に三角形を 左辺を上から下-
走査するoその間 秒間正視している0 15秒間正視してい 走査する.
1秒70ミリ秒○ る○
角形知覚 三角形PL群告l 三角形PL群♀2 三角形PL群♀3 三角形 PL群♀28′3〝790msec 7`10〝～7′15′' 8′一g"
学習群(Nl ～
8`01〝
ー ＼
7′52〝 9′17"110msec 9′36〟660msec
三角形を9秒790 三角形 を19秒550 三角形の頂点を5 三角形を12秒間凝
8) msec間凝視 して msec問凝視 して 秒間凝視 している○ 視しているo
図6 "視覚走査検査箱…に提示された三角形を 5秒以上にわたり凝視または
正視 した場合の記録｡黒丸一つを…5点…と評価すれば ｢円知覚学習群
(N-7)｣は "0点M､｢ブランク群(N-4)｣は "20点'､｢三角形知覚学習群
(N=8)｣は "35点'となる｡生後 685
② ｢三角形知覚学習群｣が新奇な円を注視する時
間は､｢円知覚学習群｣が円を注視する時間よりも
長くなる(t=2.64,df=14,pく.05)C従って､三角
形知覚学習の効果は､無関係な円の視覚処理力を
般化(generalization)のメカニズムを通して促進
する｡
③ ｢円知覚学習群｣が新奇な三角形を注視する時
間は,円を注視する時間よりも長くなる(t=2.26.
日のF344/DuCrjラットの結果｡
df=14,pく.05)｡ここでも､三角形の誘目性が円よ
りも高いことが立証されている｡
図 6は､三角形を5秒間以上にわたり凝視また
は正視 (stigumatism)した場合に●印一つを付記
することをも加えた記録である｡｢円知覚学習群｣
の場合､〈生まれて初めて見る三角形〉を5秒間以
上正視または凝視したラットはいない｡｢ブラン
ク群｣は､初めて見る三角形を5秒間以上にわた
6●1800 5'1600
9●000msec
(a)｢三角形知覚学習群♂l(その l:1分 0秒-1分 7秒)｣ (b)｢三角形知覚学習群♂4(その 1:0分 9秒-0分 16秒)｣
38叩180
35■010msec 7'-990msec
(C)｢三角形知覚学習群♀4(その 2:1分 35秒-1分 41秒)｣ (d)｢三角形知覚学習群♀3くその3:6分 1秒-6分 8秒)｣
21"690
231'530
23t-760msec
21●t360
31'610 33●770msec31t暮010msec
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(e)｢三角形知覚学習群♀2(その 2:2分 31秒-2分 34秒)｣ (f)｢三角形知覚学習群♀4(その4.･7分 21秒-7分 24秒)｣
(g)｢三角形知覚学習群♂2(その l:1分 28秒-1分 32秒)｣ (h)r三角形知覚学習群♀2(その 4:3分 47秒-3分 53秒)｣
図7 465日間黒い三角形を知覚学習した ｢三角形知覚学習群｣のラットの 《初めて見る円》
に対する視覚情報処理の諸類型｡類型 1｢円を接線状に走査する (a,b)｣､類型 2｢円の
境界点を 1,2秒間注意する(C,d)｣,類型 3｢目に見えない三角形をイメ-ジして円を知
覚する(e,I)J､類型 4｢斜め方向の接線状に円を走査する(g,h)の例示｡生後 685日の
F344/DuCrjラットの視線を30-30-40ミリ秒単位で再現した結果｡
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り正視したり凝視する行動も観察されたo●印一
つを'5点"と評価して数量化すると ｢三角形知
覚学習群｣35点､｢ブランク群｣が 20点､｢円知
覚学習群｣が 0点となる｡ここでも､三角形の誘
目性は円よりも生得的に高いことが示されている｡
その生得的な三角形凝視力が(Salapalek&Kessel1.
1966)､三角形知覚学習により高度に保持され促進
される｡なお､三角形の場合には､知覚学習ない
しは刺激前提示 (pre-exposure)によっても､当該
図形に対する飽和(satlatlO【)･飽きを示す潜在制
止 (Ll)は形成されない｡
14 三角形知覚学習後 ｢初めて見る円｣視覚走査
のメカニズムの 30ミリ秒オーダーのディテ
ール
図 7に示すように ｢三角形知覚学習群｣の初め
て見る円の視覚走査 30ミリ秒オーダーの詳細に
は､次の 5つの特色があるD
(1)接線状走査(tangentialscanning) 円パタ
ーンは接線状走査され､半円ないしは完全な円周
に至る走査はない (図 7a､b)｡
(2)境界点(bou〔darypoint)を 1.2秒間注視 円
の境界点を1秒間ないし2秒間注視(51eadygaze)
することはあるoその部位は､白い地に黒い円が
図(flgure)を形成する境界点に限られ､明るさの
差異ないしは輝度の変化点を 1､2秒注視する (図
7C,d)0
(3)目に見えない三角形をイメージして円を知
覚する 円に対して直交する 2接線の交差点を注
視することがある｡目に見えない三角形がイメー
ジされていて､その頂点を注視している可能性が
示唆される(図7e. f)0
(4)斜め方向(obliqueline)の接線状走査 円
の水平接線走査と垂直接線走査は極めて稀であり.
斜め接線走査が多い(図 7d,g,h)0
15 三角形知覚学習群といえども ｢初めて見る
円｣は身体を動かしながらしか知覚出来ない
験査図形が円の場合､｢三角形知覚学習群｣の初
めて見る円を盛んに視覚的に探索し､走査時間は
平均 1131秒と3群中で最長となる｡但 し､その
詳細を図 8に示したように､円の外周を身体を動
かしながらおよそ 540ミリ秒単位で視覚走査して
いて､円に対する凝視はない｡一見したところ､
6.5秒間円パターンを正視しているように観察さ
れる場合でも､30m5eC分析すると<頭部を動かし
ながら､つまり目を動かしながら(eyemovement)
円を走査 している>ことが明らかとなった｡この
結果は､図 7のデータとも整合性を示している.
PrltChardら(1960)は､角膜上にコンタクト･レ
ンズを装着 して三角形や四角形の静止網膜像
(stablLJZedImage)を作った｡ところが､同一の
細胞集成体は 10秒か 20秒で飽和して潜在制止を
起こし､当該図形の一部分ないしは全部が消失す
る現象を見出しているO本書の図 8の結果は､刺
激の弱い円図形を認知 し続けるためには､頭部な
いしは眼球を動かしながら知覚する必要があるこ
とを証明 しているC
図8 円を首を振りながら視覚走査している 30-30
-40ミリ秒の重ねカラー出力図0
この間は､13秒450ミリ秒から13秒990ミリ
秒の "540ミリ秒間日である｡
円知覚学習の効果
16円の誘目性は生得的に低い :幼少ラットから
円は凝視出来ない
視覚走査検査箱に提示される視覚刺激図形が黒
い ｢円｣である場合には､三角形の場合と全く異
なり､その凝視は決して見られない｡円の誘目性
は､生得的に三角形の誘目性よりも弱い (図 4)0
17 老年ラットの場合も円注視力が阻害される
rF344/DuCrjラッ~Tlの｢円知覚学習群｣の結果､
肝心の知覚学習したその円を注視し注意する能力
が著しく阻害される｡平均注視時間は3.31秒と最
短となり､｢ブランク群｣の 49秒にも劣る生活体
に後退する (図 5)cGtbson,J.J.と Glbson,E.J
(1955a,b)の分化説(differentlatl0ntheory)が
主張する知覚学習により 刺`激との対応をますま
す強めていく"とする知覚学習のメカニズムは､
円知覚学習の場合には全く存在しないばかりか､
正反対の妨害効果や潜在制止(しりすら出現する｡
18 三角形凝視力が破壊される
｢円知覚学習群｣ (N=7)の"初めて見る三角形"
の走査時間は,三角形にも円にも知覚学習を全く
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欠いた ｢ブランク群｣の生得的に短い三角形走査
力よりも更に短くなる (図 5)｡図 6は､r円知覚
学習群｣が初めて見る三角形の要素である ｢辺｣
ばかりを執物に走査していて､｢三角形知覚学習
群｣(図6下)や ｢ブランク群｣(図6中)のよう
に三角形の形状全体(Gestalt)を一度に視野に入
れて凝視ないしは正視出来なくなってしまってい
ることを示している｡この結果は､円を知覚学習
することによって三角形知覚の生得的メカニズム
が破壊され､三角形の要素である辺から走査し直
す必要が生じてくることを示唆している｡なお､
角の走査は全く見られない｡"辺が無ければ､角は
成立しない"というユークリッド幾何学の根本前
提が紡練としてくる｡
ここで図9に示したHebb(1949)の知覚学習モデ
ルに戻る｡底角Aを凝視すること自体がかなりの
能力であることになる｡その基礎の上に､底角 B
への辺ABと頂点 Cへの辺ACの 2つの方向の異な
る眼球運動へのヴァレンスが､全休的細胞集成体
"t'にまとめられようとしているD 図6の結果は､
このHebbの理論を支持するものである｡
図9 三角形ABCが底角Aを凝視して見られた場合､
黄斑部は斜線を施した円で表示されている｡従
って B､Cは周辺視に落ちる｡矢印は､BとC
の刺激作用から喚起された眼球運動傾向の方
向と強度を表している(Hebb;1949)｡
三角形知覚学習による身体的
変化と心理的変化
19 スリム化
さて､新たに若い生後 40日の
∃
F344/DuCrjラッ
を知覚学習箱 に入れ､｢三角形知覚学習群
(N=8)｣の1壁面′に小三角形 (図 3中)を325日間
提示し､｢円知覚学習群 (N=8)｣には同外周の円
(図3下)を提示した｡
365日までに､円知覚学習群の1匹が死亡した｡
三角形知覚学習群は､1匹も死亡しない｡体重計
測すると､三角形知覚学習群の平均体重は553.8g
であるのに対して､円知覚学習群は587.9と 《肥
満》する傾向を示したQこの結果は､生後 578日
で約 100グラムの差を出した結果とも整合性を示
している｡即ち､視覚的環境に三角形を提示する
だけで､つまり三角形の知覚学習によって､生涯
に渡ってその身体をスリムに保つことが出来る｡
20 一般的活動性の増大
Denenberg-Morton(1962)型の黒いオープンフィ
ールド･テストを1日1試行 3分間で同じラット
に5日間実施した｡三角形知覚学習群の平均区画
移行数が有意に増大する(p〈.05)｡キンギョに図に
なりやすい生態学的視角が"適度な大きさ"の複
合三角形を知覚学習させると､その一般的活動性
は著しく高くなる｡
21 ストレス対処力と勇気の増大
二重カーテンによる暗室の中に高さ 770mm､走
路巾50mm出発箱 100×200mm､目標籍300×200mm
よりなる全長 1m47cmの高架式直走路を据える｡暗
黒の実験室の装置の目標箱上方 40cmの遮光円筒
フード内の 】OW白熱灯のみで照明するO生後 40
日から325日間分化的知覚学習した両群のラット
を､一匹ずつ目標箱に置き､5分間 l試行のみを
許した｡目標箱に強化は無い｡
三角形知覚学習群の渡橋率は40%であった｡と
ころが､円知覚学習群はス トレスに負けて過剰に
緊張し､渡橋は愚か出発箱を脱出できたラットも
皆無であった｡実験者の事によって取り除かれる
図10 図 3(中)の三角形を知覚学習しただけで,1.37
メートルの高架式直走路検査 (ERT)を 40パ
ーセントのラットが渡りきる｡円を知覚学習
しただけで､渡橋する勇気と体力を持ったラ
ットは皆無となる｡
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まで 5分間も終始出発箱に座 り込んだままであり､
何のオペラント行動も自発出来ない生活体に変容
してしまっていた｡後には､恐怖(fear)のあまり､
大量の排便が残されていた｡このように､円の知
覚学習によって､神経一筋ネットワークの協調も
精神的勇気も奪われる｡
それとは正反対に､渡橋した ｢三角形知覚学習
群｣の動物は､その姿は漠々しく､行動は軽やか
であり､目の色は赤々として表情も明るい｡
22 感受性の増大
情緒的反応 (emotonalresponse)を､排尿(U:
urination)と排便(D:defecation)を測度に検討
した｡オープンフィール ドにおける総 Uは､三角
形知覚学習群 27回､円知覚学習群 8回で三角形知
覚学習群の方が多い傾向にあった｡総Dは､28個
対 25個と差はない｡
一方､上記の高架式直送路における総 Uは､三角
形知覚学習群 10回.円知覚学習群 2回で､再び三
角形知覚学習群の方が多い傾向にある｡但し総 D
は､三角形知覚学習群 28個,円知覚学習群 54.5
個となり､一匹も渡橋出来なかった円知覚学習群
の方が多い｡
ERTにおいて､40パーセントの動物が渡橋出来
た三角形知覚学習群の方が､オープンフィール ド
においても高架式直送路においても最初の 2分間
に顕現するUはかえって多い｡以上から.三角形
知覚学習によりス トレス事態への感受性(suscep
-tibility)やデリカシーが高められると同時に､
それに対する対処力(competence)も高められると
結論される｡このように､三角形の知覚学習で処
理された動物は､時に環境に対してより敏感であ
り､生理学的にも情動的にも反応性を低めるとす
る単純な立場は認められない｡Levine(1962)は､
｢初期ステムレイシヨン(stimulation)の主な結
果は､環境の関連側面に関して､より細やかな弁
別をする能力を賦与する｣という第 2仮説を提唱
している(Levine&Mullins,1968)｡
引用文献
Bechtel,氏.B. & Churchman,A.(Eds,) 2002
Handbookofenvironmentalpsychology.John
Wiley& Sons, Inc.
Chonsky.N.2000Chonsky-Newhozizensinthe
study of langtlage and mind. Cambridge
UniversityPress.
Denenberg, V.H. &Morton, ∫. R.C. 1962
Effects of preweaning and postweaning
manipulationsuponprobleⅡ卜SOLvingbehavior.
Journal of Comparativ e and Physio logica l
Psychology. 55. 1096-10 98.
Gibson,∫.J.&Gibson,E.∫.1955a Perceptual
learning:Differentiationorenrichment?
PsychologicalReview, 62,32-41.
Gibson, ∫.∫.& Gibson.E.∫.1955bWhatjs
learnedinperceptuallearning?Areplyto
professorPostman.PsychologicalReview, 62,
4471450.Psychologist.2,3061307(Abstract).
Hebb, D. 0. 1949 The organization of
behavior;Aneuropsychologicaltheory.New
YorkWiley 白井常訳 1957 『行動の機構』岩波
書店
伊藤元雄 1990『形の知覚と視覚誘発電位に関係
一研究の覚え書き』愛知学院大学文学部紀要 19,
1-9.
伊藤元雄 1999『視覚誘発電位による形の知覚に
関する心理生理学的研究』愛知学院大学
Ito,M.,Sljgata,T.&Kuwabara,H. 1995
Vislalevokedpotentialstogeometricforms.
JapanesePsychologicalResearch,37,22卜228.
Kan iza, G. 1976 Sub j e c tiv e contours,
Scientific American . 2 34, 48- 5 2.
Kaniza,G.19790rganizationinvision:Essays
onGestaltperception.Praegerpubiishens
野口薫(監訳)1985 『視覚の文法-ゲシュタル ト
知覚論』 サイエンス社
Koffka,K.1935 PrinciplesofGestalt
Psychology. Routledge良ⅩeganPaulLtd.
鈴木正爾監訳,『ゲシュタル ト心理学の原理』,
1988.福村出版
Leibnitz,G.W. 1703,1765 NouveauxEssais
SurL'EntendementHuman.米山優訳 1987 『人
間知性新論』 みすず書房
Levine,S. 1962 Plasma-freecorticosteroid
responsetoelectricshockinratsstimulated
ininfancy.Science, 135, 795-796.
Levine,S.& Mullins,R.F.Jr. 1968
Hormonesininfancy. InNewton,G.&Levine,
21
S.(Eds.)Earlye叩erienceandbehavior.Thomas,
Pp.168-197
Locke, J. 1689AnEssay concerningHuman
understanding. 大槻春彦訳 1968 『人間知性
論』世界の名著 27 中央公論社
三谷恵一 1996 『初期学習における経験と発達
のメカニズム-潜在学習･知覚学習･潜在制止 〔改
訂版〕』 岡山大学文学部研究叢書 3
三谷恵一 2001a Jiターンは右視野で走査され
る 岡山心理学会第 49回大会発表論文集,23-24
三谷恵一 2001b 生態学的動的視野においては
水平線分の誘目性は垂直線分の誘目性よりも高く
両パターンとも右視野中心で視覚走査される 岡
山実験動物研究会報 第 18号.33-39
三谷恵一 2002 『子どもの心理学』 ブレーン
出版
三谷恵一 2003 『脳と知覚学習一環境心理学の
再出発』 ブレーン出版
三谷恵一･限元貴美子 2002a 水平線分は左から
右へ走査される-水平線分の視覚情報処理の詳細
岡山大学文学部紀要 第 37号,63-80
三谷恵一･隈元貴美子 2002b フラクタル図形と
複合三角形の視覚情報処理の詳細 岡山心理学会
第 50回大会発表論文集,5-6
三谷恵一･隈元貴美子 2002C フラクタル図形と
複合三角形の視覚情報処理の詳細 岡山大学文学
部紀要 第 38号,2ト39
長坂泰勇 ･長田佳久 2000 動物における主観的
輪郭､非感性的補完および透明視の知覚 動物心
理学研究,50,6卜73.
岡崎諭 ･三谷恵一 2001 キンギョにおける主観
的輪郭三角形の認知 岡山心理学会第 49回大会
論文集,2卜22
Pritchard,氏.M.,Heron.W.&Hebb.D.0.1960
Visualperceptionapproachedbythemethodof
stabilized images. Canadian Journal of
Psychology,14,67-77
Rentschler,I.,Herzberger,8. , &Epstein,D.
1988 Beautyandthebrain-Biologicalaspects
oraesthetics. BirkhauserVerlagAG 野口
薫 ･苧阪直行訳 2000『美を脳から考える-芸術
への生物学的探検』新曜社
Wertheimer,M.1923UntersuchungenzurLehre
YonderGestaltII. PsycbologisheForschung,
4
